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～ 漢字教育の教育要領と Q＆A ～ 

 

漢字教育はどんなの？その疑問について、漢字教育について書かれた資料や実際に行

っている園の取り組みを参考に、教育要領と Q＆A を抜粋しました。  

 

幼児への教育要領  

１．教育の方向性※1,4,5 

漢字は「覚える」ことが目的ではなく、覚えたあとに、「使う」こと、「読む」ことが目的です。

幼児に漢字を使って見せる機会があれば、どんなものでも活用して、幼児に漢字を読ませる機会

をできる限り多く作ることが重要です。  

 幼児の特性である「繰り返し」が好きであることを活用して、繰り返し「漢字かな交じり文」

の物語を読むことや漢字の反復提出などが適切です。 

 

２．物語の読み方※1 

① 初めは、お話をきかせるような調子で、物語を読んで聞かせます。この時、子ども達に、

字をたどらせたいと思って、ゆっくりと読みがちですが、全体の意味を正しく捉えさせるた

め、すらすらと読み、適度な速度を維持しなければなりません。  

② 繰り返し読んで聞かせて、幼児がソラで言えるまで行います。それには、一節一節、復唱

させるようなやり方で読ませるのも適切です。  

③ 幼児は物語が暗唱できるようになると、言葉と文字を対応させ、どの字は何という字かを

考えるようになり、目立った漢字から段々と覚えていきます。  

④ 知らない漢字を前後の関係から判断して読むことは、思考力を伸ばし、頭の働きを良くす

る作用があるので、教える代わりに質問して考えさせましょう。  

⑤ 物語の漢字が、前後の関係で読めるようになったら、その漢字をカードにして、幼児の認

識をさらに深めるようにしましょう。  

 

３．効果が上がる家庭での指導法※1,4,5 

① 実体に即した漢字を優先  

   抽象的な「鳥」ではなく、幼児には実体に即した「鳩」、「雀」、「鶴」から教えます。  

② 体験を通じて覚えさせる工夫  

   机に「机」、本立てに「本立て」というように漢字を書いた紙片を貼るなどの工夫です。  

③ カードや絵本を利用した方法（漢字カルタなどが市販されています。） など 

 

Q＆A 

Q１.漢字教育とは、漢字を覚えさせる教育なのですか？？ 

 

A１ . いいえ。漢字を覚えさせる教育ではなく、漢字で教える教育です。 

学習心理学で云われる「覚えようとしないで覚えた記憶はいつまでも残るが、覚えようとし

て覚えた記憶は必ず失われる。」ということを踏まえています。 

「漢字で教える」漢字教育は、あらゆる領域の教育を漢字で行うだけのものであって、子ど

もが漢字を覚えようが覚えまいがそれは問題にしません。ただ、漢字を見せて自然とそれを理

解する環境を提供するものです。※1 
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Q２.なぜ幼児の時期に漢字教育なのですか？？ 

 

A２ . ひらがなよりも漢字のほうが幼児にとっては頭に入りやすいのです。 

 

Q３.漢字での教育は幼児に負担になりませんか？？ 

 

A３ . 負担０、幼児は自然に覚えていきます。  

 

Q４.幼児で漢字ができたなら、小学生になった時の授業が退屈になるのでは？？ 

 

Ａ４. むしろ自己肯定感が向上し、授業に一層前向きになります。 

 

Ｑ５.語彙力の向上はどのような結果をもたらしますか？？ 

 

Ａ５. 読書活動の習慣化につながります。 

 

Ｑ６.いつから漢字を書かすようにしたら良いですか？？ 

 

Ａ６. 読めることが大切です。幼児期では書くことについて特に求められません。 
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「出来る子」というのは、学ぶことが好きで熱心に学習するものです。それは自己肯定

感の向上にもつながります。出来る事は、自己肯定感を高め、それが学習意欲へとつなが

り、自ら進んで学ぶ姿勢を持つ子どもの育成につながります。※1,2 

早い時期に漢字力を養うと、漢字を多く使った本を早くから読むことができます。読む

力があれば、面白く読め、また読みたくなる。それが読書を習慣化します。※1,5 

読書の習慣化は脳の成長に良い影響を及ぼし、学力向上につながります。※3 

幼児の生活には、文章を読む生活はあっても書く生活はほとんどありません。 

それ故、幼児期では文字による「表現」よりも文字の「理解」に重点を置き、知

識を吸収し、内容を充実させることが優先されます。※1,4,5 

漢字を見せて自然とそれを理解する環境を提供するだけで、「覚えようとも思わないの

に、ひとりでに覚えてしまった。」という記憶力旺盛な幼児の「無努力の記憶」を活かして

います。但し、「記憶」には「関心」が必要であり、絵本などで工夫しています。※1,4 

視覚言語である漢字は幼児にとってかなよりずっと認知されやすい特性があります。一

生のうちで最も丸暗記能力が優れた幼児期での漢字教育は、適時教育といえます。※2,4,5 
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